
市町村名 海岸名現地調査結果 堤防等洗掘状況 野田村 野田海岸

調査位置案内図

野田農地海

野田海岸

海岸防災林施設

野田農地海岸

野田海岸

海岸防災林施設

①

②

⑤

④

⑦

③

⑥

　　　　　代表写真　撮影位置

野田農地海岸防潮堤の洗掘状況

写真－No①地点 写真－No②地点

野田農地海岸　代表断面（No①地点）

洗掘なし

野田海岸防潮堤の洗掘状況

写真－No⑦陸側地点写真－No⑦海側地点

野田海岸　代表断面（No⑦地点）

洗掘なし洗掘なし

海岸防災林施設（防潮堤）の洗掘状況

(L=795m)

(L=380m)
(L=80m)

T.P.12.0m
T.P.10.3m

T.P.10.3m

海岸防災林施設　代表断面（No⑤地

海岸防災林施設　代表断面（No⑥地

写真－No⑤陸側地点

写真－No⑥陸側地点

洗掘範囲10m程度

洗掘深1.2～2.2m程度

洗掘範囲10m程度

洗掘深1.2～2.2m程度

洗掘深1.5～2.0m程度

洗掘範囲10m程度
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市町村名 海岸名現地調査結果 岩泉町 小本海岸堤防等洗掘状況
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：測定高

：想定現地盤高

 現況天端高
－津波水位 延長 奥行き 深さ

[T.P.m] [T.P.m] [m] [m] [m] [m]

海側 － － －

陸側 300 2.0～29.2 1.0～2.7

備　　考

・防潮堤前面の洗堀はほぼ無かった。
・防潮堤背面は2.0～29m程度の奥行きで洗堀
が見られ、深さも最大で2.7m程度と非常に大
きい。

洗堀範囲

範囲名称
海岸名

小本海岸 -6.920.213.3

②津波水位①現況天端高

調査位置案内図

海側陸側

洗掘状況　代表写真

防潮堤天端高：13.3m 洗掘範囲

　　　　　　代表写真　撮影位置

Ａ'

A－A'断面

調査位置

Ａ

代表断面図　Ａ－A'断面

陸側 海側

想定現地盤高：防潮堤の天端高の比高差及び平面図より推定

洗掘断面積：19.4m
2

断面図

測定高：3.10m

測定高：6.90m

測定高：2.25m
測定高：0.65m測定高：1.35m
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市町村名 海岸名

撮影位置：1

撮影位置：2

現地調査結果 宮古市 金浜海岸堤防等洗掘状況

調査位置案内図

洗掘状況　代表写真

調査位置

洗掘範囲 洗掘範囲

陸側

洗掘範囲

海側洗掘範囲

　　　　　　代表写真　撮影位置

陸側洗掘範囲

①

②

③

※②断面は防潮堤破堤

1
2

代表断面図　②断面

①現況天端高 ②津波推移
現況天端高
－津波水位

T.P.(m) T.P.(m) (m) 範囲名称 延長(m) 奥行き(m) 洗掘深さ(m)

海側 50 0～20 0～1.85

陸側 230 5～30 0～1.50

宮古市
金浜海岸

備　　　　考
洗掘範囲

・防潮堤中央付近は倒壊、南側は表・裏法
面とも被災、北側は裏法面が被災してい
る。
・防潮堤前面、背面とも洗掘されている。

海岸名

8.07 12.2 -4.13

測定高：T.P.+7.07m
測定高：T.P.+8.07m

掘削深：1.85m 掘削深：1.50m

断面積：28.4㎡

防潮堤破堤

※1　防潮堤の天端高は健全であった箇所の計測結果を示す。
※2　現地盤は①断面の計測結果より想定している。

断面積：19.1㎡

海　側 陸　側

現地盤
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市町村名 海岸名

撮影位置：1

撮影位置：2 撮影位置：3

現地調査結果 山田町 船越南海岸堤防等洗掘状況

調査位置案内図

陸側

洗掘状況　代表写真

調査位置

洗掘範囲 洗掘範囲

海側

海側洗掘範囲

　　　　　　代表写真　撮影位置

陸側洗掘範囲

① ②

※①断面は防潮堤破堤

1

3

2

代表断面図　①断面

測定高：T.P.+6.65m
測定高：T.P.+7.73.m

掘削深：2.94m

掘削深：3.36m

防潮堤破堤

※1　防潮堤の天端高は健全であった箇所の計測結果を示す。
※2　現地盤は①断面の計測結果より想定している。

海　側 陸　側

現地盤

①現況天端高 ②津波推移
現況天端高
－津波水位

T.P.(m) T.P.(m) (m) 範囲名称 延長(m) 奥行き(m) 洗掘深さ(m)

海側 130 10～70 0～2.94

陸側 260 5～50 0～3.36

海岸名
洗掘範囲

備　　　　考

山田町
船越南海岸

7.73 10.2 -2.47

・防潮堤西側は倒壊し、前面、背面とも洗
掘されている。
・津波に対し、漁港施設の影となる東側防
潮堤前面は健全であるが、前面、背面に多
少の洗掘が見られる。
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市町村名 海岸名現地調査結果 大船渡市 大船渡港海岸_茶屋前地区海岸堤防等洗掘状況

調査位置案内図

洗掘箇所

海側

陸側

洗掘状況　代表写真

調査位置

Ａ地区

B地区

代表断面図　Ａ地区　40m

測定高：2.41m

測定高：-1.54m

防潮堤天端高：3.40m

想定地盤高：防潮堤の天端高の比高差から地震後の地盤高

洗掘
範囲

洗掘
範囲

Ａ地区　③の断面図

　　　　　　代表写真　撮影位置

①
②

③④
⑤

⑥⑦⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬

A地区　③
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市町村名 海岸名

※現況天端高は、被災前の設計天端高（海岸保全区域台帳の標準断面図の数値）であり、被災後は沈下しているものと想定される。

現地調査結果 陸前高田市 高田海岸(高田松原海岸)・大野海岸堤防等洗掘状況

想定地盤高：T.P.+3.68m

防潮堤天端高：T.P.+5.5m

想定地盤高(洗掘)：T.P.+2.30m

想定地盤高：防潮堤の天端高(台帳の断面図の天端高を転載)の比高差から算出

※現況より、洗掘があったことが想定されるが、平面図から、被災前より背後
地との高低差があったと考えられる。

海側 陸側

1

2

3

4

5

-1

(m)

0
-5 10 155 20

断面積：16.8m2((16.3+8.0)/2×1.38)
(m)0

W1=16.3

W2=8.0

H
=
1.
38

1

4
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(m)

0

防潮堤天端高：T.P.+8.5m

陸側海側

断面積：0.5m2 ((1.7+1.3)/2×0.3)

想定地盤高：T.P.+6.43m

-5 10 155 20 (m)0

想定地盤高：防潮堤の天端高(台帳の断面図の天端高を転載)の比高差から算出

想定地盤高(洗掘)：T.P.+6.13m
H=0.3

W1=1.7

W2=1.3

調査位置案内図

調査位置

調査位置

(1)高田海岸(高田松原海岸) (2)大野海岸

洗掘状況　代表写真

海側

陸側

洗掘範囲(1)高田海岸(高田松原海岸) 断面C：起点から46m

(2)大野海岸

(2)大野海岸

(1)高田海岸(高田松原海岸)

　　　　　　代表写真　撮影位置

代表写真撮影位置図

代表断面図

調査結果総括表

陸側

海側洗掘範囲

想定地盤高 ：T.P.+3.68m

想定地盤高(洗掘)：T.P.+2.30m

3000500

T.P.+8.500

T.P.+7.500 3600

T.P.+4.700

1：1 .5 想定地盤高 ：T.P.+6.43m

想定地盤高(洗掘)：T.P.+6.13m

断
面
図
詳
細

断
面
図
詳
細

洗
掘
状
況
写
真

洗
掘
状
況
写
真

①現況天端高 ②津波水位
現況天端高

-津波水位

T.P.(m) T.P.(m) T.P.(m) 範囲名称 延長(m) 奥行き(m) 洗掘深さ(m)

(1)高田海岸(高

田松原海岸)
5.5 13.6 -8.1 傾斜

起点側

(浜田川側)
73.7 9.7～16.3 1.1～1.8

・大部分が全損しており、調査は、起点側で一部残った範囲(第二線提：約74m区間)で行っている。

・被災前地盤は、台帳上の断面図よりかさ上げされており、地盤下にコンクリート構造物が存在する。(断面図詳細を参照)

・現況より、洗掘があったことが想定されるが、平面図から、被災前より背後地との高低差があったと考えられる。(洗掘深

さは、背後地の被災後地盤からの深さを記入）

(2)大野海岸 8.5 14.6 -6.1 傾斜 - 29.6 1.7 0.3
・被災前地盤は、台帳上の断面図よりかさ上げされており、地盤下にコンクリート構造物が存在する。(断面図詳細を参照)

・洗掘深さは、背後地の被災後地盤からの深さを記入。

海岸名
洗掘範囲

備考構造
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